
地域貢献・社会貢献

地域社会との共存同栄と信頼関係の構築

UBEグループは、創業の精神「共存同栄」に基づき、国際
社会における良き企業市民として、多様な地域貢献・社会貢
献活動を推進しています。事業活動で培ってきた知見・技術・
人財を活用し、国内外の文化や慣習の多様性を尊重しなが
ら、UBEグループの国内外の各拠点で、地域の発展に寄与
する社会貢献活動を継続してきました。
こうした取組みの積み重ねを通じて、地域社会との共存
同栄を具体的な形で実現するとともに、多様なステークホル
ダーとの信頼関係の構築につなげています。
その一環として、宇部地区周辺の近隣住民を対象に「UBE

ふれあい祭り」を継続的に開催しています。社員が主体となっ
て企画・運営に携わる本祭りは、地域への感謝の気持ちを形
にするとともに、世代を超えた交流の場として定着していま
す。UBEグループは人を起点とした社会価値の創出と、地域
との信頼関係の深化を図っています。

社会貢献投資と価値創出

UBEグループは、「地球環境」「地域社会」「学術・研究」「教
育・文化」の4分野を重点領域とし、社会貢献活動を推進し
ています。これらの取組みは、地域社会からの理解と信頼の
獲得、事業基盤の安定、将来の技術・人財を支える環境づく
りにつながるものとして、社会貢献投資として位置づけてい
ます。
環境分野では、事業活動に不可欠な水資源を含む操業基
盤の維持・保全を重要な経営課題と捉えています。水を守る
森林づくり体験活動では、工業用水の水源地域である森林

を適切に整備し、水源涵養機能の維持・向上につなげていま
す。こうした取組みを通じて、水と森林の関係への理解を深
めるとともに、将来にわたる安定操業や地域からの理解・信
頼の確保を推進しています。

DMC・EMCプラントの新設を進める米国ルイジアナ州で
は、日本文化を軸とした交流を通じて地域との関係構築に取
り組んでいます。食や生活文化を介したコミュニケーション
を継続することで、企業活動への理解を深め、地域社会の一
員として受け入れられる関係を築いています。こうした取組
みは、海外拠点で安定した操業を継続し、中長期的に事業
を展開するための重要な基盤となっています。
スペイン拠点では、地域の教育機関と連携し、将来の化学
産業を担う人財の育成に取り組んでいます。職業訓練校の
学生に対し専門的研修を実施しています。また、地域の大学
との協働で持続可能なプラスチックをテーマとした講座運営
を通じて、研究・学習機会の提供も継続しています。
UBEグループは、こうした活動を通じて形成される地域社
会との信頼関係を事業基盤の重要な要素と捉えています。

社会貢献活動推進体制

社会貢献活動は、取締役会の監督のもと、UBEグループ
全体のマネジメント体制に基づき、計画的に推進しています。
2025年度は、グループ全体の社会貢献活動を統括・推進す
る体制として「社会貢献活動部会」を設置しました。また同
部会では、各地域の活動をとりまとめ、全体方針や重点分野
を明確化し、グループとして最適な社会貢献活動を進めてい
ます。

取締役会

経営会議〔サステナビリティ委員会〕

社会貢献活動部会

体制

監督

統括・指示審議・報告

サステナビリティ推進部長部会長

UBE、UBEグループ会社（連結）
* 社会貢献活動、サステナビリティ推進の責任者・担当者

部会員

サステナビリティ推進部企画・リスク管理グループ事務局

社会貢献活動部会体制

スペイン拠点による学生向け研
修の様子。実務に即した学びの
機会を継続的に提供している。

山口県で行われた水を守る森林づく
り体験活動の様子。

2025年2月に行われたDMC・
EMCプラント起工式。政府・地域
関係者が多数出席し、地域社会
の理解と親交を深めた。
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